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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会
益
田
支
部
受
給
者
大
会

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会
益
田
支
部
（
岡
﨑
正
照
支
部
長
）
は
、

６
月
25
日
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
８
回
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
年
金
友
の
会
益
田
支
部
受
給
者
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
岡
﨑
支
部
長
は
「
今
年
の
天
候
は
６
月
中
旬
あ
た
り
か
ら
湿
度
に
併
せ

気
温
も
高
く
、
熱
中
症
に
対
す
る
警
戒
が
必
要
と
な
っ
た
。
屋
外
で
の
農
作
業
や
運
動
の

み
な
ら
ず
室
内
に
あ
っ
て
も
体
温
の
上
昇
を
防
ぐ
対
策
が
必
要
な
状
況
と
言
え
、
自
己
の

体
調
管
理
に
は
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
度
、
美
都
支
部
・
匹
見
支
部
の
当

会
と
の
統
合
が
決
定
し
て
お
り
共
に
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
益
々
の
発
展
の
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
の
友
人
・
知
人
を
一
人
で
も
多
く
Ｊ
Ａ
へ
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
更
な
る

会
員
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
今
年
も
寿
ロ
ー
ド
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
様
々
な

活
動
を
計
画
し
て
お
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

６
月
22
日
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
西
い
わ
み
地
区
本
部
長
に
就
任
し
た
竹
長
隆
本
部
長
が
来
賓
の
挨

拶
を
行
い
、
出
身
地
や
職
員
時
代
の
経
歴
等
自
身
の
紹
介
を
し
た
後
、「
担
当
部
署
の
職
員
た
ち
が
盛
会
を
願
い
、
総
力

を
挙
げ
て
事
前
の
準
備
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
日
は
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、滝
元
英
二
統
括
支
店
長
が
活
動
報
告
並
び
に
活
動
計
画
の
説
明
を
行
い
、今
年
度
計
画
の
寿
ロ
ー

ド
や
ふ
れ
あ
い
旅
行
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
開
催
時
期
の
紹
介
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

続
い
て
益
田
地
区
の
平
野
雄
三
幹
事
が
大
会
申
し
合
わ
せ
を
読
み
上
げ
、
最
後
に
北
仙
道
地

区
の
中
島
孫
市
幹
事
の
発
声
で
、
参
加
者
一
同
声
高
ら
か
に
万
歳
三
唱
を
行
い
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
始
ま
っ
た
今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
出
雲
市
出
身
の
綿
貫
ゆ
か
さ
ん
に

よ
る
昭
和
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
同
じ
く
出
雲
市
の
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｕ

Ｄ 

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
次
々
に

歌
い
だ
さ
れ
る
懐
か
し
い
昭
和
歌
謡
と
、
世
界
で
の
活
躍
を
目
標
と
す
る
６
人
の
ダ
ン
サ
ー
の

熱
い
ス
テ
ー
ジ
に
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
後
は
浜
田
市
か
ら
、
夏
風
亭
一
門
の
夏
風
亭
志
ん
悟
座
長
と
弟
子
の
夏
風
亭
あ
っ
晴
さ

ん
に
よ
る
落
語
、
秋
田
県
出
身
（
浜
田
市
在
住
）
の
沢
悠
佳
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
と
民
謡
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
レ
の
あ
る
歌
声
や
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
日
本
古
来
の
落
語
と
三
味
線
で
閉
め
た
今
回
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
参
加
い
た
だ
い
た
４
５
０
人
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
た
な
企
画
で
楽
し

い
一
日
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡﨑正照支部長
挨拶

竹長隆本部長
挨拶
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美
都
町
柚
子
生
産
者
組
合
通
常
総
会

日
原
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
総
会

美
都
町
柚
子
生
産
者
組
合
（
齋
藤
正
明
組
合
長
）
は
６
月
12
日
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
美
都
事
業
所
会
議
室
で
令
和
６
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
齋
藤
組
合
長
は
「
今
年
の
柚
子
は
表
年
・
豊
作

の
年
だ
が
、
各
々
の
生
育
状
況
等
を
耳
に
す
る
限
り
で
は
、
楽
観

視
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
柚
子
全
体
に
お
い
て
は
、
以
前
に

比
べ
大
変
好
調
な
取
り
引
き
が
続
い
て
お
り
、
生
産
し
出
荷
す
れ

ば
売
れ
る
状
況
に
あ
る
。
一
生
懸
命
生
産
に
励
ん
で
い
た
だ
き
良

い
も
の
を
出
荷
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
挨
拶
で
西
い
わ
み
地
区
本
部
の
田
村
清
己
本
部
長
は
「
産

地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
農
産
物
を
作
っ
て
、
厳
し
い
検
査
を
パ
ス
し

た
良
い
も
の
を
販
売
す
る
こ
と
。
同
時
に
大
口
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
大

事
。
今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
熱
中
症
等
に
十
分
に
留
意
さ
れ
、
万
全
の
体
調
管
理
で

生
産
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
い
て
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務

所
古
川
武
志
所
長
、
益
田
市
役
所
産
業
経
済
部
大
庭
健
志
農

林
水
産
課
長
よ
り
来
賓
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

慣
例
に
よ
り
齋
藤
組
合
長
が
議
長
を
務
め
議
案
審
議
を
行

い
、
令
和
６
年
度
事
業
に
関
す
る
活
動
や
決
算
状
況
、
令
和

７
年
度
に
お
け
る
計
画
等
全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

承
認
し
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
役
員
改
選
で
は
、
３
期
６
年
間
組
合
長
を
務

め
た
齋
藤
組
合
長
が
勇
退
、
次
期
組
合
長
に
は
澄
川
晋
二
さ

ん
の
就
任
が
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
「
よ
り
良
い
農
業
の
習
慣
」
に
つ
い
て
島
根

県
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
農
業
部
の
担

当
者
か
ら
、
用
意
さ
れ
た
資
料
を
基
に
説
明
が
あ
り
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）、
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
再
確
認

し
ま
し
た
。

日
原
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
（
竹
内
和
善
組
合
長
）
は
６
月
24
日
、
益
田
市
元
町

の
益
田
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
６
年
度
（
第
38
回
）
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
竹
内
組
合
長
は
「
令
和
６
年
度
に
お
い
て
山
菜
全
体
の
売
り
上

げ
が
、
４
千
万
円
を
超
え
る
こ
と
が
出
来
、
本
日
来
賓
と
し
て
ご
出
席
の
北
九
州
青

果
大
幸
次
長
か
ら
も
称
賛
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
も
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
の
頑

張
り
に
よ
る
も
の
で
日
々
の
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
組
合
へ
新
た

に
一
名
と
一
団
体
の
新
規
加
入
が
あ
っ
た
。
様
々
な
場
面
で
生
産
組
織
の
衰
退
等
が

叫
ば
れ
る
中
、
こ
う
し
た
新
規
加
入
が
あ
る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
、
地
域
間

の
協
力
等
を
模
索
し
な
が
ら
日
原
タ
ラ
の
芽
生
産
組
合
の
再
構
築
に
向
け
て
努
力

し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
竹
長
隆
本
部
長
が
挨
拶
で
、
６
月
22
日

の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
通
常
総
代
会
で
就
任
し
た
旨
の
報
告
を
行
い
、
職
員
時
代
の
経
歴
紹

介
に
合
わ
せ
就
任
に
あ
た
っ
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
の
古
川
武
志
所
長
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
竹
内
組
合
長
が
議

長
を
務
め
上
程
さ
れ
た
全
て
の
議
案
を
可
決
承

認
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
事
業
に
お
け
る
報
告
で
は
、
産

地
創
生
事
業
等
を
活
用
し
て
導
入
し
た
山
菜

パ
ッ
ク
機
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
、

今
後
に
お
い
て
様
々
な
方
法
を
検
討
し
、
よ
り
有

効
的
な
利
用
の
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
北
九
州
青
果
大
幸
宏
充

次
長
か
ら
の
情
勢
報
告
と
、
津
和
野
町
農
林
課

に
よ
る
産
地
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
支
援
に
関
す
る
事

業
の
説
明
を
受
け
、
総
会
の
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

齋藤組合長
開会の挨拶

田村本部長
によるＪＡ挨拶
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西
い
わ
み
女
性
部
六
日
市
・
柿
木
支
部
通
常
総
会

初
の
取
り
組
み
、
水
田
60
ア
ー
ル
の
タ
マ
ネ
ギ
を
収
穫

農
事
組
合
法
人
ご
ん
ご
ん
じ
い
の
郷

吉
賀
町
真
田
地
区
を
営
農
の
拠

点
と
す
る
農
事
組
合
法
人
ご
ん
ご

ん
じ
い
の
郷（
井
川
津
多
夫
代
表
）

は
６
月
に
入
り
、
水
田
園
芸
作
物

１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
キ
ャ
ベ
ツ

90
ア
ー
ル
、タ
マ
ネ
ギ
60
ア
ー
ル
）

の
内
タ
マ
ネ
ギ
60
ア
ー
ル
を
収
穫

し
ま
し
た
。

同
法
人
で
は
労
力
の
分
散
と
省

力
化
を
基
本
と
し
て
大
豆
、
高
収

益
作
物
と
さ
れ
る
キ
ャ
ベ
ツ
・
タ

マ
ネ
ギ
な
ど
水
田
園
芸
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
年
が
初
め
て
の
取
り
組
み
と

あ
っ
て
、
こ
の
日
は
水
田
園
芸
を
勧

め
る
島
根
県
西
部
農
林
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
の
職
員
も
収
穫
に
立
ち

会
い
、
タ
マ
ネ
ギ
の
出
来
具
合
や
収

穫
作
業
の
確
認
を
し
て
い
ま
し
た
。

島
根
県
内
各
地
で
、「
七
宝
早

生
」「
タ
ー
ザ
ン
」「
も
み
じ
」
と

い
っ
た
品
種
の
タ
マ
ネ
ギ
が
作
付

け
さ
れ
て
お
り
、
収
穫
さ
れ
た
タ

マ
ネ
ギ
は
一
旦
斐
川
町
に
あ
る
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
広
域
玉
葱
調
製
保
管
施

設
へ
と
送
ら
れ
、
出
荷
調
製
作
業

が
行
わ
れ
た
後「
島
根
た
ま
ね
ぎ
」

と
し
て
県
内
外
の
市
場
へ
と
出
荷

さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
女
性
部
六
日
市
支
部
（
能
美

由
紀
子
支
部
長
）・
柿
木
支
部
（
小
田
恵
美
子
支
部
長
）

は
６
月
24
日
、
吉
賀
町
よ
し
か
み
ら
い
会
議
室
に
お
い

て
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
は

２
会
場
に
分
か
れ
、
令
和
６
年
度
の
活
動
並
び
に
収
支

決
算
の
報
告
、
令
和
７
年
度
の
活
動
計
画
及
び
予
算
案

な
ど
を
議
題
と
し
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
全
て
の
議

案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
日
市
支
部
に
お
け
る
第
４
号
議
案
役
員
改
選
で

は
、
３
期
６
年
に
わ
た
っ
て
支
部
の
活
動
を
牽
引
し
て

き
た
能
美
支
部
長
が
こ
の
度
勇
退
、
後
任
の
新
支
部
長

に
は
森
下
美
智
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
森
下
新
支
部
長

は
「
新
年
度
の
活
動
計
画
も
決
定
し
て
お
り
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
就
任
の
挨
拶
を
行
い
ま

し
た
。

総
会
を
終
了

し
た
両
支
部
は

合
同
の
交
流
会

を
企
画
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か

れ
会
員
が
持
ち

寄
っ
た
野
菜
な

ど
を
使
っ
て
調

理
を
行
い
、
参

加
者
全
員
で
手

作
り
の
味
を
楽

し
み
ま
し
た
。

掘り上がったタマネギを収穫機がかき上げ、後続のコ
ンテナへと運び入れていきます。

500㎏用の出荷コンテナに満杯のタマネギ。63コンテナを斐
川町のＪＡしまねの施設へ送りました。

この日の料理は、「厚揚げの豚バラ巻き」「おかずみた
いな新ジャガのデリ風サラダ」「チンゲン菜とトマトの
卵とじスープ」「ごま油香るやみつき大葉おにぎり」「キ
ラキラあじさいデコのカルピスゼリー」

昼食は全員でいただきました。
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赤
雁
農
村
歳
時
記

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
（
田
植
え
体
験
）

西
部
開
パ
イ
農
産
物
即
売
会
の
開
催

有
限
会
社
赤
雁
の
里
（
渡
邊
一
行
代
表
）
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

西
い
わ
み
地
区
本
部
は
６
月
15
日
、
赤
雁
町
の
赤
雁
の
里
交

流
館
周
辺
を
会
場
に
し
た
農
村
歳
時
記
田
植
え
体
験
を
行

い
、
益
田
市
内
の
幼
児
や
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
渡
邊
代
表
は
「
こ
の
活
動
も
昨
年
が
区
切

り
の
20
回
目
、
今
年
は
ま
た
一
か
ら
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
。
準
備
を
し
た
田
ん
ぼ
の
中
や
周
辺
に
は
色
ん
な
生

き
物
が
住
ん
で
い
ま
す
。
今
日
は
田
植
え
を
し
た
り
生
き
物

を
見
つ
け
た
り
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
田
村
清
己
本
部

長
は
「
今
お
米
が
大
変
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
文
字

に
表
す
と
八
十
八
と
書
く
、
そ
れ
ぐ
ら
い
手
間
を
か
け
る
と

い
う
こ
と
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
作
業
を
経
て
美
味
し
い
お
米
に
な
る
よ
う
に
、

こ
の
農
村
歳
時
記
も
一
年
を
通
し
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
は
米
を
作
る

だ
け
で
は
な
く
、
大
雨
の
時
な
ど
に
は
ダ
ム
と
な
っ
て
水
害
の
発
生
を
防
ぐ
役
割
や
、
水

を
た
め
て
生
き
物
を
育
て
自
然
を
守
る
役
割
も
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
手
植
え

で
『
米
』
の
文
字
と
『
お
む
す
び
』
の
図
を
作
成
し
ま
す
。
み
ん
な
で
が
ん
ば
る
ぞ
ー
」

と
力
を
込
め
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
益
田
事
務
所
農
業
部
の
職
員
か
ら
植
え
方

の
指
導
を
受
け
た
後
田
ん
ぼ
に
入
り
、
ぬ
か
る
む
土
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
慎
重
に

「
米
」
の
文
字
と

の
絵
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ア
ー
ト
完
成
後
、
参
加
者
全
員
で
ソ
リ
レ
ー
ス
や
旗
取
り
を
行
い
、
昼
食
に
は
北
仙
道
地

区
女
性
部
の
仲
間
に
よ
る
手
づ
く
り
の
柏
餅
、む
す
び
、酢
の
物
、豚
汁
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
泥
ん
こ
レ
ー
ス
参
加
者
に
、
益
田
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
ぶ
ど
う
の
景
品

が
手
渡
さ
れ
、
島
根
県
牛
乳
消
費
拡
大
運
動
実
行
委
員
会
の
協
力
で
、
参
加
者
全
員
に
牛

乳
（
２
０
０
ml
パ
ッ
ク
）
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
農
村
歳
時
記
は
水
稲
の
生
育
に
沿
っ
た
農
業
体
験
。
今
後
は
夏
の
生
き
物
調
査
、

秋
の
稲
刈
り
体
験
、
収
穫
祭
と
続
き
ま
す
。

田村本部長、足が抜けなくなった
ちびっこの救出。

ソリには大切な我が子・・・
お構いなしでゴールを目指して爆走！

目指すは手前の赤い旗より遠くの緑の旗？

益
田
西
部
農
地
開
発
地
区
営
農
組
合
（
岩
﨑
崇
司
組

合
長
）
は
、
６
月
15
日
益
田
市
立
開
発
地
営
農
研
修
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
農
産
物
の
即
売
会
を
開
催
し
、
同
組

合
の
組
合
員
が
生
産
し
た
ぶ
ど
う
、
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
、

ト
マ
ト
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
の
販
売
開
始
と
同
時
に
地
元
益
田
市
を
は

じ
め
近
隣
市
町
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
先
着
さ
れ
た

１
５
０
人
に
用
意
さ
れ
た
デ
ラ
ウ
エ
ア
を
来
場
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
手
渡
し
ま
し
た
。

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
、
バ
ラ
な

ど
生
産
者
か
ら
直
接
受
け
取
る
販
売
は
好
評
で
、
来
場

者
は
「
食
べ
頃
は
い
つ
か
？
」
な
ど
糖
度
や
色
目
に
つ

い
て
も
直
接
生
産
者
に
訪
ね
て
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
即
売
会
は
、
各
生
産
者
が

自
信
を
も
っ
て
生
産
し
た
作
物
を
販
売
す
る
と
あ
っ

て
、
早
朝
か
ら
列
に
並
ん
で
待
っ
た
来
場
者
の
皆
さ
ん

に
は
、「
安
心
し
て
希
望
す
る
品
物
を
納
得
の
価
格
で

購
入
で
き
た
」
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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今日の先生はＪＡしまね西いわみ地区本部営農経済部米穀課の岡本忠明職員です。
田植えをしたことがありますか？の質問に、「あります！」「お爺ちゃんの家で植えたことがある」

など数人の児童から答えが返ってきました。
１年間一緒に取り組むＪＡ職員が自己紹介を行った後、早速バケツ稲づくりについて年間のスケ

ジュールの紹介と、初日のこの日に行う作業の説明を行いました。

今年も各地でバケツ稲づくりの今年も各地でバケツ稲づくりの
挑戦が始まりました挑戦が始まりました

都茂ボランティアハウス

今年も吉田南小学校５年生の挑戦が始まりました。

豊川小学校と豊川保育園

都茂ボランティアハウスのみんなは苗からの挑戦です。

テキストは「バケツ稲づくりマニュアル」
今日の作業は芽出しの準備と、各自のバケツに自分
の名前を書いたラベルを貼りました。

大丈夫！立派に発芽していま
した。

発芽した種籾をひと粒ひと粒丁寧に土の中
に落としていきました。

バケツの中は立派な田んぼになりました。

各自袋に入った種籾（コシヒカ
リ）をシャーレに取り出し、教わっ
た量の水を慎重に注ぎました。

芽出しの準備は完了。１週間後が楽しみです。
シャーレの水量も忘れず日々チェックしましょ
う！

豊川小学校の児童と豊川保育園の園児は合同でチャレンジ
開始です。

６月６
日

６月６
日

５月１
９日

５月１
９日 ６月５

日
６月５

日

６月
12日

６月
12日 今日は発芽した種籾をバケツの田んぼに蒔きます。　　
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飯
田
選
果
場
で
恒
例
の
テ
ン
ト
村
開
設

（
６
月
９
日
～
18
日
）

管
内
の
園
児
へ
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

選
果
さ
れ
た
ば
か
り
の
ア
ム
ス
メ

ロ
ン
が
直
接
購
入
で
き
る
恒
例
の
テ

ン
ト
村
が
、
６
月
９
日
か
ら
18
日
ま

で
の
間
飯
田
選
果
場
で
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

ア
ム
ス
メ
ロ
ン
は
出
荷
期
間
が
凡

そ
１
か
月
程
度
と
短
く
、
毎
年
購
入

に
立
ち
寄
ら
れ
る
方
の
中
に
は
、
家

族
用
に
合
わ
せ
て
親
戚
・
知
人
分
ま

で
、
運
転
席
以
外
の
座
席
に
何
箱
も

積
み
重
ね
て
帰
っ
て
行
か
れ
た
方
も

あ
り
ま
し
た
。

県
外
へ
の
流
通
が
盛
ん
だ
っ
た
約

15
年
前
、
伸
び
悩
む
生
産
者
の
手
取

り
を
少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と
、
当

時
の
担
当
課
で
始
め
た
こ
の
テ
ン
ト

村
の
企
画
は
、
生
産
者
と
地
元
消
費

者
の
距
離
を
縮
め
、
贈
答
品
と
し
て

購
入
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
地
元
で
の

消
費
拡
大
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。

西
い
わ
み
地
区
本
部
営
農
経
済
部

指
導
販
売
課
の
森
本
大
史
課
長
は

「
７
月
初
旬
に
は
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
に

替
わ
る
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
。
諸
物
価
の
高
騰
等
厳

し
い
経
済
状
況
の
な
か
、
生
産
費
の

高
止
ま
り
や
猛
暑
の
影
響
で
生
産
者

側
に
も
大
変
な
苦
労
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
ケ
ー
ス
で
も

一
玉
で
も
多
く
ご
購
入
い
た
だ
け
る
よ
う
販
売
に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
地
域
・
農
業
活
性
化
施
策
を
活
用
し
、
特
産
の
「
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
」「
ト
マ
ト
」「
デ

ラ
ウ
エ
ア
」「
お
茶
」
を
管
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
給
食
に
提
供
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区
本
部
で
は
、
幼
い
頃
の
ふ
る
さ
と
の
味
と
し
て
記
憶
に
残
し
て
も

ら
お
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
管
内
の
保
育
施
設
へ
届
け
て
い
ま
す
。

益田産の大きなメロンと真っ赤なトマトを届けました。

糖度抜群！ 益田産のデラウエア、津和野町の美味しいお茶を届けました。

６月１
９日

６月１
９日

６月２６日
６月２６日
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益田市立
西益田小学校

46人参加

益田市立
中西小学校

30人参加

まるに保育所

12人参加

ＪＡ提供のさつま芋の苗を植え付けましたＪＡ提供のさつま芋の苗を植え付けました
ＪＡしまね西益田支店（佐々木暢支店長）管内の小学校や保育所でさつま芋の苗の植え付けが行われました。
日頃土に触れる機会の少ない園児や児童もあり、お手本通りに植えようと服装の汚れなど気にすることなく一

生懸命頑張っていました。
30～40センチある苗を「上手くできない」「できた！」など様々な声が聞かれる中、「まだ植えたい」と言っ

て何本も上手に植える子どもたちの姿もありました。
さつま芋の苗は何れも鳴門金時（100本）で、ＪＡしまねが食育の一環として提供し、定植からその後の苗の

生育状況の観察管理を通じて、食の大切さを感じてもらおうと毎年企画しています。秋にはそれぞれ芋掘りをし
て収穫の喜びを分かち合うこととしています。

この取り組みは、公民館の皆さんや地元農家の方々による事前の準備や、植え方とその後の管理に関する指導
など、子どもたちの健やかな成長を願う優しい心に支えられています。

６月６
日

６月６
日

６月
12日

６月
12日

６月１
６日

６月１
６日

田村稔さんをリーダーとする有志の皆さんにマル
チの敷設から植え付けまでご指導いただきました。

植え付け前に大内康弘中西公民館長（左）お手製の
資料で、さつま芋の生育についてお話がありました。

この日の気温は３０度。蒸し暑い中頑張って植えまし
た。

秋の収穫を楽しみにたっぷりと水をあげました。

地元の皆さんに教わりながら定植しました。

今年も、地元の岡﨑雄一さん橋本百合香さんの
協力で芋苗を植え、大豆の種子も播きました。

園
長
先
生
も
絶
賛
の
昨
年
の
成
果
！

令
和
６
年
10
月
10
日
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Nousagyou

　ＪＡしまね西いわみ地区本部営農経済部米穀課
と、島根県西部農林水産振興センター益田事務所農
業部は６月３日～６月５日の間、管内16会場で令
和６年産水稲中干し講習会を行いました。
　はじめに、益田事務所農業部の担当者から令和７
年産水稲の生育状況について説明があり、営農経済
部米穀課職員が中干しにおける留意点等説明を行い
ました。
　講習会に参加された方からは、病害虫防除に関す
る質問やヒエ対策、幼穂形成期の見極め方、薬剤散
布の適期に関す
る質問がありま
した。
　また幅広い意
見としては、水
田に設置を義務
付けられている
様々な立札の簡
便化や、水稲細
目書の早期デジ
タル化を要望す
る意見もありま
した。

★中干しの重要性
⃝湛水状態
　①�土壌中の有機物分解によりガスが発生し、根腐れ・
ガス湧きの原因となる

⃝中干し状態
　②�根に酸素が供給されることで根張りが良くなる
　③�窒素吸収量が減り、無効分げつが抑制される
　④�田面の小さなひび割れで土壌中のガスを放出する

★１株当たりの茎数が、18本程度（コシヒカリ）
　16本程度（きぬむすめ）になったら実施

水稲中干し講習会

令和7年　刈取り講習会スケジュール

田植え時期と中干し時期のめやす
田植え時期 中干し開始時期

４月末～５月上旬 田植え後�40～45日
５月中旬 田植え後�35～40日
５月下旬 田植え後�30～35日

中干し期間のめやす
中干し期間

砂 質 土 ５日間程度
壌 質 土 ５～７日間程度
粘 質 土 ７日間程度

中西会場

真砂会場 ※講習会資料より

日 時間 地区 場　所

8/5
（火）

9:30~ 美　都 仙道　加藤正良様
圃場(公民館裏)

11:00~ 美　都 丸茂　
丸茂郷自治会館

13:30~ 益田東 益田東支店
2階会議室

8/6
（水）

10:00~ 中　西 中西事業所会議室
13:30~ 真　砂 真砂事務所
9:30~ 柿　木 白谷公民館

11:00~ 六日市 六日市
カントリーエレベーター

13:30~ 六日市 広石上集落
営農組合作業場

15:00~ 六日市 樋口地区集会所前

日 時間 地区 場　所

8/7
（木）

9:30~ 西益田 小俣賀ゲートボール場
11:00~ 西益田 白岩多目的集落センター

13:30~ 西益田 向横田　
椋木様ハウス付近

15:00~ 西益田 大滝集会所前
9:00~ 津和野 山下倉庫前
10:30~ 津和野 JA鷲原米倉庫
13:30~ 日　原 日原コイン精米所前

8/8
(金)

9:30~ 匹　見
(石谷) 石谷老人福祉センター

11:00~ 匹　見
(澄川・広瀬) 持三郎集会所

13:30~ 匹　見
(三葛) 三葛体育館

17:30~ 匹　見
(匹見) 半田自治会館
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西いわみ地区本部からのおしらせ

熱中症対策研修会開催

令和７年度第１回全役職員会議を開催しました

　石西地域農林振興協議会（会
長：山本浩章益田市長）は６月
５日、益田市・津和野町・吉
賀町の美味しまね認証（GAP）
を既に受けた農業者と今後取得
を目指す農業者等が出席し、益
田市の島根県益田合同庁舎大会
議室で熱中症対策研修会を開催しました。
　近年の猛暑の影響で増加している熱中症の重篤化を防止するため、６
月１日労働安全衛生規則の改正により、労働者への熱中症対策が義務付
けられました。
　研修会は「事業者における熱中症対策の義務化」について島根県西部
農林振興センター益田事務所、「農業者の皆様への熱中症対策」につい
て大塚製薬株式会社ニュートラシューティカルズ事業部、「農作業安全
について（トラクター転倒防止など）」について農林水産省中四国農政
局島根拠点の各担当者からスライドを用いた資料の説明がありました。
　同協議会担い手部会の高橋一弘部会長（ＪＡしまね西いわみ地区本部
営農経済部営農企画課長）は「熱中症対策・農作業の安全について、改
めて考える良いチャンスとして捉え、日々の作業に活かしてもらいたい」
と話しました。
　本制度の農業現場における具体的な対応として、必要事項を記載した
「熱中症対応フロー」を事務所等に掲示することが有効とされ、同協議
会では希望者に同フローをラミネート加工し配布することで対策の徹底
を図ることとしました。

【作業前の熱中症対策】

暑熱順化

〇�体が暑さに慣れるこ
と。
　気温が高くなる前か
ら余裕をもって暑熱順
化のための活動を始め
暑さに備えましょう。

プレ
クーリング

〇�作業を始める前に身
体を冷やす。
　農作業中の体温上昇
を抑制する対策として効
果があると言われます。

休憩と
水分・塩分
補給

〇�のどが渇いていなく
ても、こまめな休憩
と水分・塩分の補給
を行い、絶対に無理
をしない、頑張りす
ぎない。

単独作業は
避ける

〇�熱中症になった場合
は、早期発見・対応
が大切です。単独作
業をする場合でも、
第三者が定期的に確
認できる環境で作業
をしましょう。

　ＪＡしまね西いわみ地区本部は６月14日、益
田市遠田町のジュンテンドー研修センタージャス
トホールで、令和７年度第１回目の全役職員会議
を行いました。
　田村清己本部長の開会の挨拶に続いて、永年勤
続者表彰と令和６年度ＪＡしまね信用・共済事業
優績者表彰を行い、それぞれの受賞者に表彰状が贈られました。

　続いて、株式会社キヌヤの戸津川健代表取締役専務による「地域とともに歩むキヌヤローカルブランド」～地
産地消と五方よしで築く持続可能な地域社会～と題した講演が行われ、最後に企画総務部より令和６年度損益概
況並びに令和７年度事業における収支計画、令和９年１月事業開始予定の新営農センター構想等についての説明
と、ＤＶＤ視聴によるコンプライアンス研修を行い、全役職員会議の全日程を終了しました。
【永年勤続者表彰】

氏　名 部　　署 勤続年数
佐々木　暢 西 益 田 支 店 30年
笹川　一樹 信用共済推進センター

西 部 セ ン タ ー
20年齋藤　陽亮 信用共済推進センター

西 部 セ ン タ ー
田中　章文 津和野経済センター
澄川　一浩 西 い わ み 統 括 支 店

共 済 課 10年

【令和６年度ＪＡしまね信用・共済事業優績者表彰】
店舗競励優績店舗表彰
調達部門

第11位 六 日 市 支 店
第19位 日 原 支 店

渉外奨励優績者表彰 
複合渉外の部　第１位 内田絵理香 六 日 市 支 店

特別優績ＬＡ表彰　複合ＬＡ 原　　亮太 益 田 中 央 支 店
優績ＬＡ表彰　専任ＬＡ 石川　創士 西 益 田 支 店
優績ＬＡ表彰　専任ＬＡ 山本　　優 津 和 野 支 店
ニューパートナー部門　複合LA 原　　亮太 益 田 中 央 支 店
生命万一基礎部門　専任ＬＡ 石川　創士 西 益 田 支 店
自動車共済損害調査サービス
優秀担当者表彰 澄川　一浩 西いわみ統括支店

共 済 課
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西いわみ地区本部からのおしらせ

出
掛
け
よ
う　

夕
涼
み
に
は　

浴
衣
き
て

（
益
田
市　
　
　

野
村　

芳
子
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

今
夜
盆
お
ど
り
に　

可
愛
い
孫

（
益
田
市　
　

小
笠
原
か
よ
み
さ
ん
）

浴
衣
地
の　

パ
ジ
ャ
マ
最
高　

目
が
覚
ぬ

（
益
田
市　
　
　

岡
﨑　

雄
一
さ
ん
）

今
年
こ
そ　

浴
衣
羽
織
っ
て　

花
火
見
る

（
益
田
市　
　
　

喜
村　

信
江
さ
ん
）

義は

は母
が
着
た　

浴
衣
を
も
ん
ぺ
に　

野
良
仕
事
（
益
田
市　
　
　

田
中
由
貴
美
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

孫
子
と
燥
ぐ　

涼
み
台

（
益
田
市　
　
　

田
中
千
代
子
さ
ん
）

手
に
う
ち
わ　

ゆ
か
た
姿
の　

盆
お
ど
り

（
益
田
市　
　
　

澁
谷
美
保
子
さ
ん
）

浴
衣
着
が　

彼
女
の
優
し
さ　

醸
し
出
す

（
益
田
市　
　
　

加
藤　

富
之
さ
ん
）

年
に
一
度　

浴
衣
を
着
て　

夏
祭
り

（
益
田
市　
　
　

両
見
か
す
み
さ
ん
）

夕
涼
み　

ウ
チ
ワ
浴
衣
で　

す
ヾ
み
台

（
益
田
市　
　
　

椋
木　

節
子
さ
ん
）

夜
な
べ
し
て　

母
の
手
縫
い
の　

浴
衣
着
る

（
益
田
市　
　
　

木
川　

順
子
さ
ん
）

町
内
の　

浴
衣
そ
ろ
い
し　

盆
踊
り

（
益
田
市　
　
　

柳
井　

文
江
さ
ん
）

新
婚
さ
ん　

そ
ろ
い
の
浴
衣
で　

盆
お
ど
り

（
益
田
市　
　
　

藤
井
キ
ヨ
コ
さ
ん
）

今
年
も　

孫
が
来
る
浴
衣
着　

蛍
見
に　

（
益
田
市　
　
　

金
子　

貞
男
さ
ん
）

浴
衣
に
ゲ
タ　

今
年
は
あ
る
か
な　

盆
お
ど
り
（
益
田
市　
　

佐
々
木
い
さ
子
さ
ん
）

涼
し
げ
な　

浴
衣
の
柄
で　

盆
踊
り

（
益
田
市　
　
　

石
川　

未
奈
さ
ん
）

湯
上
り
に　

ゆ
か
た
姿
で　

夕
涼
み

（
益
田
市　
　
　

籾
山　

敏
子
さ
ん
）

う
ち
わ
持
ち　

浴
衣
姿
の　

若
き
写
真

（
益
田
市　
　
　

和
﨑
冨
久
代
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

一
枚
上
る　

女
房
殿

（
益
田
市　
　
　

齋
藤　

照
平
さ
ん
）

孫
が
着
て　

タ
ン
ス
の
浴
衣　

活
き
か
え
る

（
益
田
市　
　
　

村
上
登
美
子
さ
ん
）

夏
祭
り　

浴
衣
美
人
に　

逢
え
る
か
な

（
津
和
野
町　
　

大
井　
　

守
さ
ん
）

ゆ
う
ぐ
れ
時じ　

ほ
た
る
祭
り
に　

浴
衣
着
る

（
津
和
野
町　
　

日
熊　

春
子
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

ほ
た
る
追
い
か
け　

幼
き
日

（
津
和
野
町　
　

藤
井　

礼
子
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

そ
ぞ
ろ
歩
き
に　

ホ
ホ
染
め
る

（
津
和
野
町　
　

大
羽　

克
己
さ
ん
）

引
き
出
し
で　

ね
て
る
浴
衣
が　

笑
み
く
れ
る
（
津
和
野
町　
　

豊
田　

往
野
さ
ん
）

湯
上
が
り
の　

浴
衣
日
本
の　

原
風
景

（
津
和
野
町　
　

斎
藤　

久
衛
さ
ん
）

盆
踊
り　

ゆ
か
た
姿
の　

大
き
な
輪

（
津
和
野
町　
　

高
谷
喜
里
栄
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

ホ
タ
ル
追
い
か
け
し　

幼
き
頃

（
津
和
野
町　
　

桑
原
八
恵
子
さ
ん
）

浴
衣
着
て　

皆
ん
な
で
出
か
け
る　

夕
涼
み

（
津
和
野
町　
　

古
山　

包
子
さ
ん
）

薔
薇
の
町　

浴
衣
で
国
際　

交
流
会

（
吉
賀
町　
　
　

田
村　

民
子
さ
ん
）

金
魚
柄　

タ
ン
ス
に
眠
る　

娘こ

の
浴
衣　

（
吉
賀
町　
　
　

河
野　

澄
代
さ
ん
）

若
き
日
の　

浴
衣
リ
メ
イ
ク
し　

ワ
ン
ピ
ー
ス
に（
吉
賀
町　
　
　

中
村
恵
己
子
さ
ん
）

９
月
の
お
題
は「
稲
穂
」で
す

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

お
題
「
浴　

衣
」

●葉書に　俳句か川柳かを明記してください。　住所、氏名、電話番号をご記入ください。
●あて先　〒698-0024　益田市駅前町15-1　JAしまね 西いわみ地区本部 企画総務部 総務ふれあい課

応募
方法

俳
句
・
川
柳
❖締切❖
令和７年
８/15

（当日消印有効）

年金定期便、年金手帳、印鑑、裁定請求書、年金証書等をお持ちいただくと、より具体的な相談ができます。はじ
めての方や、現在受けている年金に疑問をお持ちの方もお気軽に相談でき、秘密は固く守られます。ぜひ会場にお
越しください。

西いわみ地区本部 西いわみ統括支店 金融課
年金相談センター（0856-22-8680）は、

平日（8:45～17:00）いつでもご相談いただけます。

８月の無料年金相談会～お気軽にご相談を～

８月の年金相談会

８月１日（金）津和野支店
10：00～18：30　JA年金相談員※日程・社会保険労務士は変更になる場合があります。
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西いわみ地区本部からのおしらせ
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西いわみ地区本部からのおしらせ

島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

お問合せは、島根県西部農林水産振興センター益田事務所まで（TEL：0856-31-9612）

今年も昨年同様今年も昨年同様水稲斑点米水稲斑点米カメムシカメムシ類の類の
多発生が危惧多発生が危惧されます！されます！
適切な対応をし、被害を減らしましょう！

最近発生が増えているカメムシ
近年イネカメムシの発生が多い！
イネカメムシは斑点米に加え、
不稔籾を生じさせるやっかいなカメムシ…
→甚大な被害に繋がるため注意が必要！

斑点米カメムシ類 イネカメムシ

斑点米被害 出穂直後：不稔籾
籾の基部を加害：基部斑点米

■被害の種類

斑点米カメムシ類 イネカメムシ
１回目：穂揃い期（全体の８～９割が出穂）の３日後
２回目：１回目の10日後

出穂期（全体の４～５割が出穂）
１回目の10日後

★近年、地球温暖化による気温上昇や暖冬の影響でカメムシ類の発生が助長されている！
→２回防除をする必要がある！

■防除時期

■その他

不稔による減収が
著しい！

■畦畔沿いの草刈り
★本田出穂の10日前までに行う！

ほ場の見回りを行い、カメムシの種類・有無を確認し早めの対応を行いましょう！
○今年も例年並みかそれ以上に暑くなることが予想されます！
　正しい管理を行い収量・品質向上を目指しましょう！

水稲収量・品質向上対策
口 出穂期には湛水管理を行い、水不足を防ぎましょう
口 葉色に応じた適期適量の追肥を行いましょう
口 高温時には飽水管理を行い地温の上昇を防ぎましょう
口 カメムシ類の適期防除で斑点米を防ぎましょう

イネカメムシイネカメムシ



あて先応募方法

花
筏
ま
だ
大
海
の
波
知
ら
ず

津
和
野
町

　田
中
と
よ
し 

様

色
を
愛
で
舌
で
転
が
す
新
茶
か
な

出
雲
市

　北
村

　
　功 

様

開
校
の
学
び
舎
か
こ
む
植
田
か
な

出
雲
市

　森
脇

　英
徳 

様

闇
と
い
ふ
脇
役
あ
り
て
蛍
の
灯

浜
田
市

　三
沢

　孝
子 

様

優

秀

賞

佳

作
雨
上
が
り
雲
の
上
に
は
虹
の
橋

安
来
市
青
戸

　
　渉 

様

保
育
園
に
大
き
な
苺
実
り
け
り

西
ノ
島
町

川
上

　
　茂 

様

北
山
よ
り
水
の
音
し
て
花
菖
蒲

出
雲
市
小
豆
澤
典
子 

様

野
に
満
つ
る
光
の
中
に
若
葉
摘
む

邑
南
町
三
宅
伊
知
枝 

様

蛍
舞
ふ
ふ
る
さ
と
友
と
語
ら
ひ
ぬ

兵
庫
県
小
田

　慶
喜 

様

「
家
の
光
」
で
も
俳
句
・
川
柳
・
詩
・
短
歌
を
毎

月
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
も
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
！

「
家
の
光
」
８
月
号
　
定
価
６
２
９
円

ご
購
読
は
、お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

俳
句
の
広
場

選
句
者

　「白
魚
火
」
編
集
長
・
副
主
宰

�

安
食�

彰
彦
先
生

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。締切は毎月14日必着です。（最優秀賞１句、優秀賞３句、佳作５句）
８月号は川柳を募集します。１回のご応募につきお一人様３句までご応募いただけます。

俳句または川柳、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、ハガキ、
ＦＡＸ、Eメールのいずれかでご応募ください。
※応募作品は自作で未発表のものに限ります。
※応募作品の一切の権利は、ＪＡしまねに帰属するものとします。
※受賞作品は地域名、氏名（または雅号）を掲載します。

〒690-0887　松江市殿町19-１
ＪＡしまね　ふれあい福祉課
「俳句の広場係」または「川柳の広場係」
ＦＡＸ：0852-67-7708
Eメール：fureai.hon@ja-shimane.gr.jp

最優秀賞、優秀賞の４名様には「農協全国商品券1,000円分」をお贈りします。

最

優

秀

賞

・お預かりした個人情報は、プレゼントの抽選・発送のみに使用し、その他の目的で利用することはございません。

（
評
）
筏
だ
か
ら
「
流
れ
る
」
と
な
る
が
実
際
に
は
川
や
池
な
ど

の
水
面
を
「
漂
う
」
情
景
が
う
か
ん
で
く
る
。
そ
の
花
筏
は
大
海

の
波
は
知
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
な
…
。

クロスワード
パズル

農協全国商品券を
もらっちゃおう!!

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？ 

応　募　要　項

答
え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

出題●ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

①国際博覧会（万博）には——各
国が出展します

③朝顔に——とられてもらひ水
（千代女）
⑤官の対義語
⑥合格を目指して受けることも
⑦二十四節気のひとつ。令和７年
は８月23日です

⑨悪夢を食べるといわれる想像上
の動物

⑪旧国名のひとつ。今の滋賀県あ
たり

⑬人が並んで作るもの
⑮コイン——に荷物を入れた
⑰紙幣のすかしは——防止策のひ
とつです

⑲魚などの内臓のこと
⑳あぶく。ソーダ水からたくさん
出ます

�半透明でプルプルした洋菓子

①ミーンミン、シャワシャワ、カ
ナカナカナ……

②物事にかかわりを持つこと
③代金は今度まとめて払うね
④西田佐知子のヒット曲、『コー
ヒー・——』

⑥さだまさしの名曲『——流し』
で歌われているのは、長崎県な
どでするお盆の行事

⑧スイカにかける人もいます
⑩２分の１がハーフなら４分の１
は

⑫チョウが吸うもの
⑭台木にくっつけたり挟んだりし
て育てます

⑯もう一杯、お——!
⑱鼻の長い動物

◆先月号の答え◆
「ネガイゴト」

CrossWord Puzzle

出典：㈱日本農業新聞『JA広報通信』2025年７月号

●応 募 方 法
ハガキに、答え、住所、氏名、年齢、電話番号、本誌
に関するご意見・ご感想を記入して、下
記宛先にお送りください。右記の二次
元コードからもご応募いただけます。
●賞　　　品
正解者の中から抽選で30名（ＪＡしまね全
体）の方に「農協全国商品券」をお贈りします。

●当選者発表
賞品の発送をもってかえさせていただきます。
●宛先・締切
〒698-0024　益田市駅前町15-1
ＪＡしまね　西いわみ地区本部　総務ふれあい課　「クイズ」係
2025年８月１日（金）（当日消印有効）

・先月号は、西いわみ地区本部管内で57人の方からご応募いただきました。
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